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文
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「中
等
国
語
(4)」
(
昭
二
二
)
漢
文
篇
目
次
の
成
立
過
程
|
|
新
制
中
学
初
の
編
纂
意
図
の
方
向
を
探
っ
て
|
|
は
じ
め
に
昭
和
二
二
莞
度
用
新
制
中
学
国
語
教
科
書
の
漢
文
篇
は
、
漢
文
科
の
果
た
し
た
国
民
思
想
形
成
上
の
問
題
か
ら
存
廃
が
紛
糾
し
、
二
二
年
八
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
発
行
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
決
定
稿
に
至
っ
た
の
か
は
今
な
お
問
の
部
分
が
多
い
。
本
論
は
、
直
誌
編
纂
に
携
わ
っ
た
原
田
{l
)
(
2
)
 
親
貞
氏
が
財
団
法
人
誠
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
た
当
時
の
資
料
と
同
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、
目
次
の
成
立
過
税
と
そ
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
と
は
二
二
年
一
度
版
「
中
等
国
訪
問
二
、
三」
(4
)
の
漢
文
篇
の
草
稿
と
そ
れ
に
付
随
す
る
文
書
で
あ
り
、
原
田
氏
の
所
属
し
た
編
纂
委
員
一
会
が
所
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
新
制
中
学
最
初
の
漢
文
篇
編
纂
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
教
材
を
ど
う
組
み
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
調
査
す
る
に
は
、
編
纂
委
員
会
が
戦
前
の
教
材
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
、
c
I
E
が
漢
文
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
、
石
f実
毛
そ
し
て
、
文
部
省
が
C
I
Eと
漢
文
存
続
を
望
む
団
体
と
の
間
で
い
か
な
る
方
向
を
目
指
そ
う
と
し
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
。
従
来
は
、
目
次
の
決
定
稿
し
か
研
究
対
象
が
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
編
纂
委
員
会
の
方
針
と
C
I
E
の
意
向
と
の
区
分
が
と
か
く
峻
昧
で
あ
っ
た
。
先
行
(4
)
 
研
究
に
は
吉
田
裕
久
「
「中
等
国
語
川
』
(1
9
4
7
)
の
研
究
」
が
あ
る
が
、
目
次
の
成
立
に
到
る
過
程
に
つ
い
て
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
特
に
、
漢
文
館
の
目
次
の
成
立
過
程
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
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漢
文
篇
の
存
廃
を
め
ぐ
る
事
情
昭
和
二
O
年
一
一
月
か
ら
C
I
E
の
ホ
l
ル
が
漢
字
を
廃
止
し
、
国
字
の
ロ
ー
マ
字
化
を
迫
ろ
う
と
し
て
、
日
本
側
を
慌
て
さ
せ
た
が
、
国
語
国
字
問
題
が
日
本
政
府
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
た
の
は
、
翌
一一
年
五
月
の
ホ
l
ル
解
任
の
と
き
で
あ
っ
た
。
国
字
問
題
の
余
波
を
受
け
て
中
学
校
用
の
漢
文
は
不
要
と
の
雰
囲
気
が
編
纂
委
員
の
間
に
も
あ
っ
た
。
二
一
一
生
度
「
中
等
国
語
」
(6
)
 
の
発
行
が
決
定
し
、
二一
年
春
頃
「
委
員
会
は
招
集
さ
れ
た
。」
委
員
長
は
竹
回
復
(文
理
大
)、
委
員
に
文
部
省
か
ら
麓
保
孝
、
山
田
厚
、
学
界
か
ら
長
津
規
矩
也
、
内
田
泉
之
助
、
清
回
清
(漢
文
教
育
懇
話
会
)、
郷
田
正
達
(同
)
ら
が
お
り
、
の
ち
山
町
厚
の
後
任
に
大
塚
伴
'
肥
、
原
田
親
貞
が
加
わ
っ
た
。
発
足
当
初、
c
I
E
は
述
合
国
へ
責
任
を
追
う
と
い
、
ヱ
v蕩
か
ら
、
教
科
目
に
お
い
て
ま
ず
ア
メ
リ
カ
の
教
育
に
な
い
も
の
は
否
定
し
、
次
い
で
、
理
解
で
き
な
い
も
の
を
否
定
す
る
と
い
う
方
針
を
取
っ
た
。
即
ち
、
義
務
教
育
の
中
学
生
に
古
典
は
不
要
、
ま
し
て
や
漢
文
は
不
要
と
の
判
断
が
先
に
あ
っ
た
。
こ
の
前
提
の
上
に
文
部
省
内
の
古
典
不
要
論
者
が
来
っ
た
。
「
石
森
編
佐
官
の
世
と
な
り
、
国
語
の
教
科
書
の
内
容
も
根
本
的
に
改
め
ら
れ
、
非
常
に
や
さ
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
古
典
を
持
た
ぬ
ア
メ
リ
カ
の
当
局
の
話
を
そ
の
ま
ま
受
入
れ
て
、
先
方
の
例
示
の
や
う
に
、
現
代
詩
中
心
と
し
、
長
問
を
入
れ
る
に
至
り
、
漢
文
の
教
科
書
も
自
然
と
圧
迫
を
受
け
、
文
部
省
当
局
は
、
何
で
も
か
ん
で
も
、
進
駐
軍
当
局
の
意
志
と
称
し
て
我
々
に
迫
つ
(
7
)
 
た
。
」
と
長
津
規
矩
也
が
記
す
の
は
、
原
田
氏
の
話
と
一
致
す
る
。
か
ろ
う
じ
て
、
「
漢
文
の
内
容
を
も
っ
た
教
科
書
を
別
冊
に
す
る
こ
と
」
が
認
め
ら
れ
た
が
、
「
漢
文
篇
」
「
乙
種
」
な
ど
の
名
称
は
使
え
ず
、
原
文
使
用
も
一
切
禁
止
と
い
う
厳
し
い
条
件
下
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
原
田
氏
は
「
天
」
と
い
う
漢
字
一
字
が
当
初
C
I
E
に
全
面
削
除
さ
せ
ら
れ
た
と
繰
り
返
し
説
明
す
る
。
「
天
」
が
日
本
思
想
と
し
て
の
天
皇
や
神
に
通
じ
る
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
っ
た
。
一
方
、
漢
文
存
続
を
姿
求
す
る
側
の
動
き
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
二
一
年
七
月
一
五
日
、
大
東
文
化
学
院
と
二
松
同
玄
古
主
催
の
も
と
に
漢
文
教
育
協
議
会
が
開
か
れ
、
席
上
、
漢
文
教
育
を
担
、
つ
漢
文
一
関
係
教
員
を
中
心
と
し
た
団
体
の
結
成
が
決
ま
り
、
七
月
一一
百
、
第
一
回
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
漢
文
整
宵
懇
話
会
が
結
成
さ
れ
、
文
部
省
へ
の
提
出
決
議
案
と
消
印
清
、
龍
様
良
芳
、
菅
島
正
義
、
務
田
正
遠
四
氏
の
笑
官
委
員
を
決
め
た
。
翌
日
、
実
主
責
凹
氏
が
文
部
省
有
光
次
郎
教
科
書
長
を
訪
ね
、
前
日
の
決
議
を
提
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
場
の
声
を
無
視
す
る
な
と
い
う
叩禁
問
が
通
り
、
八
月
八
日
か
ら
清
田
清
、
鉾
田
正
遠
の
両
氏
が
教
科
書
編
纂
委
員
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
月
七
日
に
全
国
総
会
を
聞
き
、
そ
こ
で
会
則
の
承
認
や
経
過
報
告
が
な
さ
れ
た
後
、
竹
回
復
(文
理
大
)
が
教
科
書
編
纂
委
員
長
の
立
場
か
ら
編
纂
の
趣
意
説
明
を
し
、
松
本
洪
(無
窮
会
)
が
漢
字
制
限
反
対
を
述
べ
、
さ
ら
に
塩
谷
温
(斯
文
会
)、
上
野
賢
知
(
8
)
 
(無
窮
会
)、
山
田
厚
(文
部
省
教
科
書
局
監
修
官
)、
文
部
省
国
語
調
査
室
の
一
名
(名
前
不
詳
)
ら
の
関
係
各
界
の
主
立
っ
た
人
も
交
え
て
討
議
し
た
。
九
月
三
O
日、
「文
部
省
内
に
中
等
学
校
漢
文
科
廃
止
に
関
す
る
議
起
る
と
(9) 
聞
き
、
急
速
世
話
人
会
を
開
き
、
之
が
対
策
を
議
」
し
た
が
、
「
後
に
必
ず
{
川
}
し
も
然
ら
ざ
る
こ
と
判
明
」
し
た
と
あ
り
、
懇
話
会
側
は
、
漢
文
存
廃
の
報
に
一
喜
一
憂
す
る
緊
迫
し
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
数
日
後
、
鈴
木
虎
雄
、
倉
石
武
四
郎
、
吉
川
幸
次
郎
、
平
岡
武
夫
、
木
村
英
一
ら
に
連
絡
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
後
、
一
O
月
六
日
に
、
漢
文
学
界
代
表
者
と
漢
文
科
存
廃
問
題
を
討
議
、
結
局
、
漢
文
塾
育
懇
詳
刷
会
に
運
動
一
任
が
決
定
さ
れ
た
。
以
後
、
懇
話
会
は
、
中
学
校
に
お
け
る
漢
文
の
必
要
弘酬
を
繰
り
返
し
討
議
し
、
文
部
省
に
提
示
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
因
み
に
、
懇
話
会
の
本
部
は
都
立
八
中
に
置
か
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
漢
文
教
育
懇
話
会
叫
百叫立
の
趣
旨
を
硲
認
し
て
お
く
と
、
冒
頭
82 
で
「
我
が
中
等
学
校
漢
文
科
に
関
し
て
も
徹
底
的
な
反
省
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
」
ら
な
い
と
し
、
結
び
に
も
従
来
の
あ
り
方
を
「
冷
厳
に
検
討
」
し
、
「
将
来
の
漢
文
教
育
の
あ
り
方
を
明
確
に
把
握
」
す
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
「
反
省
」
の
具
体
的
内
容
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
誕
文
存
続
の
目
標
を
「
東
洋
文
化
の
理
解
の
た
め
」
に
置
き
、
従
文
の
学
習
が
「
敗
戦
日
本
人
の
自
己
反
省
の
鋭
で
あ
り
、
同
時
に
又
世
界
人
的
教
養
へ
の
足
場
で
」
あ
る
だ
け
で
な
く
、
「
東
洋
平
和
」
の
た
め
に
は
「
隣
那
中
国
と
の
真
の
融
和
提
型
が
「
前
提
的
条
件
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
が
「
相
国
再
建
の
成
否
に
連
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
設
定
は
、
漢
文
教
科
書
編
纂
委
員
会
が
作
成
し
た
目
次
草
稿
に
あ
る
三
つ
の
「
目
的
」
、
す
な
わ
ち
「
東
洋
古
典
の
教
養
」
「
東
洋
文
化
の
迎
M
」
「
現
代
中
国
の
認
識
」
と
一
致
し
て
お
り
、
懇
許
附
会
の
意
向
と
杓
令
す
る
。
遡
っ
て
、
漢
文
が
中
国
と
の
良
好
な
関
係
に
資
す
る
と
す
る
捉
え
方
は
戦
前
か
ら
あ
り
、
ご一
年
に
は
「
儒
教
の
我
が
国
民
精
神
に
及
ぼ
し
た
効
果
、
漢
文
の
我
が
国
語
に
与
へ
た
影
響
に
つ
い
て
公
{ロ)
正
な
認
識
を
持
し
、
」
と
儒
教
の
影
響
を
明
文
化
し
、
「
笑
用
ニ
迎
ス
ル
各
種
ノ
す
己
と
し
て
従
来
の
文
学
的
に
偏
し
た
内
容
を
口
詩
文
、
叙
事
文
か
ら
も
取
り
上
げ
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
終
戦
直
後
に
用
語
が
「
融
和
提
携
」
「
東
洋
平
和
」
と
変
わ
っ
て
も
、
中
等
漢
文
の
目
標
に
中
国
と
の
良
好
な
関
係
作
り
を
置
く
考
え
方
は
、
戦
前
期
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
は
、
二
三
年
か
ら
の
高
校
用
漢
文
教
科
書
「
漢
B
V
C
の
「
序
説
」
の
「
一
、
東
洋
文
化
の
淵
源
を
知
る
た
め
に
二
、
漢
民
族
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
三
、
中
華
民
国
を
認
識
す
る
た
め
に
四
、
わ
が
過
去
の
文
化
を
知
る
た
め
に
」
と
い
う
四
つ
の
目
的
の
う
ち
最
初
の
三
つ
が
日
本
以
外
を
対
象
と
し
て
い
る
点
に
み
ご
と
に
表
れ
て
い
る
。
文
部
省
の
漢
文
教
科
書
編
審
委
員
会
が
C
I
Eと
漢
文
教
育
懇
話
会
と
の
は
ざ
問
に
立
た
さ
れ
る
な
か
一
c
I
Eも
漢
文
に
対
す
る
態
度
に
徐
々
に
軟
化
を
見
せ
た
。
通
訳
が
東
洋
学
の
岩
村
忍
に
交
佐
と
な
っ
た
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
c
I
E
の
ハ
l
ク
ネ
ス
は
数
学
教
師
出
身
で
あ
り
、
淡
文
を
全
く
迎
(日
}
解
し
て
お
ら
ず
、
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ
ン
語
と
同
じ
く
見
て
い
た
。」
が
、
山
石
村
忍
が
長
潔
規
矩
也
に
伴
な
っ
て
後
皮
も
ハ
|
ク
ネ
ス
の
も
と
に
出
向
き
、
漢
文
が
ギ
リ
シ
ャ
誌
や
ラ
テ
ン
語
の
位
置
と
は
奥
な
り
、
現
代
一
刊
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
力
説
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
日
本
文
化
に
占
め
る
漢
文
の
位
置
を
理
解
し
、
漢
文
に
つ
い
て
当
初
ほ
ど
の
注
文
は
(M
)
 
出
さ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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目
次
草
稿
の
成
立
順
序
漢
文
儒
の
目
次
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
名
称
、
教
材
、
配
列
等
の
多
く
の
粁
余
曲
折
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
十
数
回
に
わ
た
る
草
稿
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
草
稿
等
に
は
時
期
を
記
す
記
載
が
一
切
な
い
が
、
時
系
列
に
並
べ
る
に
際
し
て
修
正
の
具
合
や
書
き
込
み
を
参
妥
d
に
す
れ
ば
、
か
な
り
な
程
度
は
推
論
が
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
、
一
枚
の
文
書
の
中
に
中
二
用
と
中
三
用
(日
)
が
揃
っ
て
い
る
も
の
を
A
稿、
B
稿、
C
稿
:
G
稿
と
名
付
け
、
こ
れ
ら
七
稿
の
成
立
順
を
見
て
い
く
。
ま
ず
、
名
称
に
つ
い
て
。
名
称
を
全
体
と
学
年
と
に
分
け
る
と
、
A
稲
で
は
「中
等
漢
文
入
門
」
と
な
っ
て
い
る
。「
中
等
漢
文
入
門
」
は
D
稿
ま
で
続
き
、
E
稲
か
ら
G
稿
ま
で
が
「
中
等
国
語
乙
種
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
体
の
名
称
は
「中
等
漢
文
入
門
」
↓
「
中
等
国
諮
問
乙
種
」
↓
現
存
の
「
中
等
国
語
(4
)」
と
い
う
変
遷
を
た
ど
っ
た
。
学
年
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
A
稿
が
「
前
篇
(
第
一
学
年
用
)
」
「
後
続
(
第
二
学
年
用
)」
と
な
っ
て
お
り
、
当
初
一
学
年
と
二
学
年
に
漢
文
を
配
当
す
る
予
定
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
B
稿
か
ら
F
稿
ま
で
は
学
年
の
名
称
が
「
前
柏戸
川」
「
後
篇
」
の
呼
び
方
だ
け
と
な
っ
た
。
E
稿
に
あ
っ
た
「
小
話
」
の
「
笑
は
ぬ
妃
」
「
長
い
竿
」
の
二
教
材
が
、
F
稿
で
は
そ
の
上
か
ら
二
重
線
が
引
か
れ
て
「秋
風
五
丈
原
」
と
訂
正
さ
れ
、
G
稿
で
は
、
「秋
風
五
丈
原
」
に
直
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
E
↓
F
↓
G
の
順
序
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
G
稿
か
ら
「
中
等
国
語
乙
種
」
の
「
巻
一
」
「
巻
一
こ
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
学
年
の
名
称
が
「
前
篇
(
第
一
学
年
用
)
」
「
後
篇
(
第
二
学
年
用
)
」
↓
「
前
篇
」
「
後
篇
」
↓
「
巻
こ
「
巻
一こ
↓
「
一
己
「
一
二
」
と
い
う
変
造
を
辿
っ
た
か
ら
、
A
、
B
、
C
、
D
の
四
つ
の
草
稿
は
、
E
、
F
、
G
の
三
つ
の
草
稿
よ
り
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
前
者
四
稿
の
中
で
も
A
稿
が
「
第
一
学
年
用
」
「
第
二
学
年
間
に
と
入
っ
て
い
る
の
で
最
古
で
あ
る
と
の
予
想
が
立
つ
。
さ
ら
に
、
E
稿
に
あ
る
「面
子
」
「漁
夫
の
利
」
「
鶏
鳴
狗
泣
」
「
朝
三
暮
四
」
が
D
稿
に
も
あ
り
、
G
稿
に
な
い
こ
と
を
見
る
と
、
E
稿
が
G
稿
よ
り
以
前
で
あ
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
B
、
c、
D
の
三
稿
に
つ
い
て
は
、
c、
D
二
稿
が
B
稿
の
上
に
ペ
ン
書
き
で
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
三
者
の
中
で
は
B
稿
が
古
く
、
ま
た
、
C
稿
で
は
「
前
篇
」
「
後
篇
」
と
も
に
入
っ
て
い
る
「
孔
子
の
言
葉
一
、
二」
「
孟
子
一
、
二」
が
D
稿
に
「
孔
子
の
言
葉
」
と
し
て
「前
篇
」
に
一
本
化
さ
れ
、
「
孟
子
の
話
」
と
し
て
「後
鯨
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
C
稿
の
方
が
D
稿
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、
成
立
は
A
↓
B
↓
C
↓
D
↓
E
↓
F
l
v
G
の
順
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
節
で
は
こ
の
順
序
に
従
っ
て
老
季
乞
加
え
る
が
、
矛
盾
が
な
い
な
ら
ば
こ
の
順
序
が
傍
証
さ
れ
た
と
言
え
る
。
四
決
{
昼
稿
か
ら
見
た
教
材
の
採
否
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
目
次
草
稿
に
通
し
恭
号
を
付
け
る
と
、
①
次
稿
か
ら
M
H
次
稿
ま
で
と
な
る
。
O
で
凶
ん
だ
数
字
は
二
学
年
用
と
一
一学
年
用
の
両
方
が
載
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
全
部
で
七
稿
あ
る
。
前
節
に
お
い
て
A
l
G稿
と
仮
称
し
た
草
稿
は
そ
れ
ぞ
れ
①
、
②
、
③
、
⑤
、
@
、
③
、
⑫
に
相
当
す
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
は
①
1
⑫
次
稿
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
草
稿
の
成
立
順
序
は
次
の
表
の
通
り
と
推
測
し
た
。
84 
空
欄
は
、
当
該
学
年
の
草
稿
が
な
い
こ
と
を
示
す
。
以
後
は
こ
の
通
し
番
号
を
用
い
る
。
こ
の
表
を
も
と
に
し
て
、
決
定
稿
に
残
っ
た
教
材
、
消
え
た
教
材
と
い
う
こ
つ
の
視
点
か
ら
採
否
状
況
を
採
る
こ
と
に
す
る
。
(l
)
決
{
忍
柄
に
残
っ
た
教
材
(日
}
漢
文
篤
の
一編
纂
は
「初
級
用
『中
等
国
語
』
乙
種
編
纂
の
要
項
」
に
よ
れ
ば
、
前
述
し
た
三
つ
の
目
的
と
六
つ
の
方
針
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
。
即
ち
、
東
洋
古
典
の
教
養
、
東
洋
文
化
の
理
解
、
現
代
中
国
の
認
識
と
い
う
目
的
と
、
実
際
整
同
家
の
意
見
の
尊
重
、
生
徒
の
興
味
の
尊
重
、
漢
文
の
国
語
化
、
文
字
文
章
の
平
易
、
別
冊
と
い
う
体
裁
、
新
制
中
学
二
学
年
と
一
-
一
学
年
へ
の
課
業
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
こ
の
「
要
項
」
は
方
針
の
な
か
で
「
尊
重
し
た
」
「
国
語
化
し
た
」「
別
冊
に
し
た
」
な
ど
の
よ
う
に
過
去
形
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
か
な
り
進
砂
し
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
が
、
編
纂
の
方
針
を
明
示
し
た
唯
一
の
資
判
明
で
あ
る
の
で
、
以
後
、
こ
れ
を
中
心
に
し
て
教
材
選
択
が
ど
う
行
わ
れ
た
の
か
を
見
る
。
①
次
稿
「
前
間
」
に
あ
る
「
孔
子
の
言
菜
」
は
、
原
稿
の
内
容
が
差
し
換
え
ら
れ
て
決
定
稿
「
孔
子
と
そ
の
こ
と
ば
」
に
残
っ
た
。
「
神
話
と
伝
説
」
も
題
名
だ
け
は
残
っ
た
が
、
内
容
は
一
変
し
て
い
る
。
当
初
は
魯
迅
の
も
の
か
ら
引
用
す
る
予
定
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
①
次
稿
か
ら
決
{
存
稿
に
残
っ
た
の
は
、
教
材
の
タ
イ
ト
ル
で
は
こ
の
二
つ
、
内
容
面
か
ら
す
れ
ば
ゼ
ロ
で
あ
る。
②
次
稿
か
ら
は
、
漢
詩
の
「
春
腕
」
(
孟
浩
然
)
、
「山
行
」
(
杜
牧
)
、
「
秋
思
」
(
張
籍
)
、
「
静
夜
間
心」
(
李
白
)
、
「
華
大
に
別
る
」(古
川
適
)、
「山
亭
夏
日
」
(
高
餅
)
、
「側山灰」
(李
紳
)、
「
遊
子
吟
」
(
孟
郊
)
、
「
京
師
得
家
世
」
(家
凱
)、
「尋
胡
隠
君
」
(
高
啓
)
、
「
蚕
堕
(
無
名
氏
)
計
十
首
が
残
っ
た
。
「
江
南
の
春
」
(
杜
牧
)
は
「
詩
五
首
」
か
ら
「
南
船
北
馬
」
に
草
段
を
移
し
て
収
め
ら
れ
た
。
散
文
で
は
、
「
孔
子
の
言
葉
」
(後
続
)
の
一
部
、
ケ
l
・
ク
ロ
l
著
「
底
知
れ
ぬ
忍
耐
」
(
前
結
)
が
あ
る
。「
孟
子
の
主
張
」
(
前
篇
)
の
前
書
き
に
あ
た
る
「
孟
母
」
は
、
李
翰
『
古
奪
と
か
ら
の
書
き
下
し
を
載
せ
る
。
「
小
話
問
題
」
は
教
材
名
も
四
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
が
、
原
稿
は
坂
井
徳
一
一『
支
那
イ
ソ
ッ
プ
物
一
語
』
の
書
き
下
し
文
で
あ
る
の
で
、
の
ち
口
詩
文
に
直
さ
れ
た
。「
倭
漢
朗
詠
」
(
後
篇
)
は
、
慶
滋
保
胤
、
都
良
香
、
白
楽
天
、
元
積
を
載
せ
る
。
③
次
稿
は
②
次
稿
と
同
じ
教
材
の
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
「
楓
橋
夜
泊
」
(
張
継
)
、
「
磁
中
の
作
」
(
容
参
)
、
「
春
夜
」
(
蘇
軟
)
、
「
海
に
迂
ぶ
」
(
王
守
仁
)
、
「
春
望
」
(
仕
甫
)
の
五
首
が
三
学
年
用
に
残
っ
た
。
同
様
に
、
「
古
都
一
二
景
」
「
双
十
節
の
由
来
」
「
鵬
の
話
」
が
「
荘
子
と
列
子
」
(
三
)
の
一
部
と
し
て
決
{
存
稿
に
残
っ
た
。
「
倭
漢
朗
詠
」
と
「
和
漢
朗
詠
」
と
の
書
名
に
つ
い
て
は
、
概
ね
前
半
が
「
倭
」
の
表
記
で
、
後
半
が
「
利
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
③
次
稿
の
目
次
で
は
「
倭
」
で
あ
る
が
、
「
各
課
内
容
」
や
「
教
材
配
当
表
」
で
は
「
和
」
と
な
っ
て
お
り
、
同
一
次
稿
と
思
わ
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
表
記
上
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
は
疑
問
が
残
る
。
「
利
」
の
表
記
は
@
次
稿
か
ら
で
あ
り
、
@
次
稿
以
後
は
す
べ
て
「和
漢
朗
一献
」
に
統
一
さ
れ
rt
い
ヲ
心
。
以
下、
4
次
稿
で
は
、
後
続
の
目
次
が
一
部
し
か
残
存
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
残
存
部
分
も
メ
モ
程
度
の
書
き
方
を
し
て
お
り
、
⑤
次
稿
と
の
順
序
の
入
れ
替
え
の
可
能
性
も
あ
る
。
⑤
次
稿
で
は
、
「
南
船
北
馬
」
が
決
定
杭
に
残
っ
て
い
る
。「
南
船
北
馬
」
の
教
材
名
は
、
⑤
次
稿
に
お
い
て
「
第
一
謀
中
華
民
国
の
風
土
」
の
械
に
メ
モ
詐
き
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
⑤
次
稿
以
後
、
内
容
と
と
も
に
「
南
船
北
馬
」
に
差
し
瞥
え
ら
れ
て
い
る
。
「
漢
字
の
由
来
」
は
教
材
名
が
「
漢
字
の
話
」
に
修
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
平
易
に
す
る
」
と
メ
モ
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
点
で
乎
易
に
書
き
直
さ
れ
た
。
⑤
次
稿
「
孔
子
」
の
語
句
が
@
次
稿
か
ら
平
易
に
な
っ
て
「孔
子
と
子
路
」
に
改
め
ら
れ
た
。
@
次
稿
で
は
じ
め
て
出
た
「
蛍
雪
の
功
」
も
最
後
ま
で
残
っ
た
。
7
次
稿
の
「
小
話
」
が
③
次
稿
の
「
秋
風
五
丈
原
」
と
差
し
替
え
ら
れ
、
9
次
稿
で
は
「
陶
題
」
(
杜
甫
)
の
代
わ
り
に
「
絶
句
」
(杜
甫
)
が
、
⑫
次
稿
の
「
神
話
と
伝
説
」
(
巻
こ
が
「
上
元
節
」
に
差
し
替
え
ら
れ
て
残
っ
た
。
ま
た
、
「日
本
の
漢
学
」
と
「
李
白
と
社
甫
」
が
新
た
に
加
わ
り
、
前
者
は
「
日
本
に
お
け
る
漢
文
様
学
」
と
改
題
- 8S一
し
、
最
後
ま
で
残
っ
た
。
日
本
の
漢
学
に
つ
い
て
の
教
材
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
李
白
と
杜
甫
」
は
そ
れ
ま
で
の
「
附
淵
明
」
に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
。
漢
詩
は
二
十
首
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
二
程
度
は
当
初
か
ら
決
定
さ
れ
て
い
る
。
人
口
に
胎
炎
し
て
い
る
点
と
文
学
性
に
窓
ん
で
い
る
点
が
差
し
替
え
を
不
要
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
和
漢
朗
詠
集
」
に
つ
い
て
も
問
機
で
あ
る
。
③
次
稿
の
「
教
材
配
当
表
」
の
目
的
で
あ
る
「
東
洋
古
典
の
教
養
」
に
「
文
学
的
な
も
の
」
が
あ
り
、
こ
こ
に
詩
二
十
首
と
「
和
漢
川
町
詠
」
の
二
つ
が
記
入
さ
れ
て
い
る
点
に
も
、
そ
の
編
集
意
図
が
確
か
め
ら
れ
る
。
ケ
!
ク
ロ
l
の
「
た
ゆ
ま
ざ
る
努
辺
(当
初
は
「底
知
れ
ぬ
忍
耐
」
と
題
さ
れ
る
)
も
早
く
か
ら
あ
っ
た
。
近
現
代
の
中
国
に
つ
い
て
日
本
人
以
外
の
人
物
、
特
に
西
欧
人
が
著
し
た
も
の
を
入
れ
よ
う
と
す
る
方
針
は
、
当
初
か
ら
あ
っ
た
。
迎
合
国
側
に
属
す
る
国
の
著
作
で
あ
る
な
ら
ば
、
c
I
Eを
通
過
す
る
こ
と
も
容
易
だ
と
す
る
実
際
的
意
図
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「孟
子
」『
論
語
』
が
多
く
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
言
え
る
。
二一
一
年
度
版
の
新
制
高
等
学
校
用
「
漢
文
」
や
一
八
年
度
版
の
「
中
等
漢
文
」
、
二
一
年
度
版
の
暫
定
教
科
書
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
論
孟
の
減
少
は
僅
か
で
あ
り
、
儒
教
経
典
を
排
斥
し
よ
う
と
の
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
二
一
、
二
年
当
時
は
、
整
耳
籾
語
の
存
続
の
声
が
政
府
内
に
も
強
か
っ
た
こ
と
や
、
中
国
が
連
合
国
側
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
『論諮問
』『
孟
子
』
が
超
国
家
主
義
的
日
本
思
相
亨
」
担
っ
て
い
た
と
の
認
識
は
取
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(2)
決
{
存
杭
で
消
え
た
教
材
次
い
で
、
草
稿
段
階
に
は
存
在
し
た
が
決
定
稿
で
消
滅
し
た
教
材
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
を
見
る
。
ま
ず
、
①
次
稿
か
ら
消
え
た
も
の
は
多
く
あ
り
、
「
中
国
の
自
然
と
人
」
、
漢
詩
の
「
鶴
鵠
楼
に
登
る
」
(
王
之
淡
)
、
「
早
に
白
帝
城
を
発
す
」
(
李
白
)
、
「
黄
綿
楼
に
孟
浩
然
が
広
陵
に
之
く
を
送
る
」
(李
白
)、
「
白
楽
天
が
江
州
の
司
馬
に
左
降
せ
ら
る
る
を
聞
く」
(元
穏
)、
「
長
安
主
人
の
壁
に
題
す
」
(
張
一
間
)
、
「礼
楽
」
(中
海
道
二
)
、
「
人
の
道
」
(貝
原
篤
信
)、
「
張
良
下
部
に
遊
ぶ
」
(
司
馬
逃
)
、
「制
学
」
(
室
直
清
)、
「
読
書
以
何
為
要
」
(
伊
藤
維
禎
)
、
「
読
書
亦
心
学
」
(佐
藤
坦
)、
「
番
不
可
妄
読
」
(
佐
藤
坦
)
、
「
読
書
須
熱
論
」
(
佐
久
間
啓
)、
「
読
書
勿
誌
記
性
不
好
」
、
「
質
審
勿
苔
」
(二
教
材
と
も
張
之
洞
)
、
「
笑
林
」
、
「
神
話
と
伝
説
」
(
魯
迅
)
、
「
潤
代
封
建
の
制
」
「
蘇
張
・
縦
横
の
謀
」
「
秦
の
滅
亡
」
「
文
書
の
沿
革
」
「
漢
武
の
崇
儒
」
「
古
代
中
国
の
世
態
」
「
東
漢
清
名
の
士
」
「
日
唐
の
通
」
さ
「
道
仰
の
興
隆
」
(
以
上
九
教
材
は
い
ず
れ
も
那
珂
通
世
)、
「
幻
談
」
の
「
宗
定
伯
売
星
と
「
燕
丹
遁
秦
」
と
「
周
弐
視
死
人
録
」
の
三
教
材
、
「
故
事
雑
抄
」
、
「
文
苑
」
で
あ
る
。
①
次
稿
の
「
後
約
」
の
教
材
は
す
べ
て
消
え
た
。
室
直
清
、
佐
藤
坦
、
貝
原
篤
信
な
ど
日
本
の
儒
営
半
告
に
よ
る
も
の
A茨
稿
で
は
多
い
が
、
草
稿
が
進
む
に
つ
れ
て
減
少
し
た
。
決
{
程
一
稿
で
は
「
日
本
に
お
け
る
漢
文
漢
学
」
「
和
漢
朗
詠
」
の
二
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
慮
る
と
、
編
纂
当
初
に
は
日
本
漢
文
削
除
の
意
思
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
日
本
漢
文
削
除
は
C
I
E
の
意
向
で
は
な
く、
日
本
側
の
判
断
で
あ
る
と
の
拙
論
を
こ
こ
で
も
裏
付
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
②
次
稿
で
現
れ
て
か
ら
消
え
た
も
の
は
、
「中
華
民
国
の
風
土
」
、
「
孔
子
」
(
那
珂
通
世
)
、
「
漢
学
の
歴
史
」
(
川
田
鉄
弥
)
、
「中
江
藤
樹
」
(
原
善
)
、
「
漢
民
族
の
社
会
」
(
松
井
等
)
、
「
面
子
」
(
ケ
l
・
ク
ロ
l
)、
「
故
事
成
語」
(漁
夫
の
利
・
牛
耳
を
執
る
・
五
十
歩
百
歩
・
背
水
の
陣
・
傍
若
無
人
青
藍
・
破
竹
の
勢
・
矛
盾
)、
「
随
筆
二
題
」
「
人
之
道
」
(
大
学
)
、
「十
- 86-
目
一
行
」
、
「
蓄
を
読
ま
ざ
る
は
是
れ
面
地
の
士
」
、
「
詩
人
と
白
扶
じ
、
「
故
事
成
語
」
(
僻
肉
之
嘆
・病
入
'
口
宵
・
登
竜
門
・
月
日
一
・
推
蔽
)、
「
怖
い
記
」
(
祝
允
明
・
顧
炎
武
)
、
「
梁
上
の
君
子
」
、
「
愛
人
」
(杜
直
泉
)、
「
為
学
一
首
示
子
姪
」
(
@
論
で
は
「
聡
敏
不
可
怖
」
と
改
題
)
(
彰
端
淑
)
で
あ
る
。
③
次
稿
の
「
朱
子
と
王
陽
明
」
が
一
旦
は
選
定
さ
れ
た
理
由
に
「
支
那
近
世
の
偉
大
な
折
口
同
主
官
で
あ
り
、
且
つ
わ
が
国
の
中
世
以
降
の
学
問
に
大
き
な
影
響
を
与
へ
た
朱
子
と
王
陽
明
の
伝
記
で
、
人
格
の
完
成
に
役
立
た
せ
よ
う
と
し
た
」
(
「
各
課
内
容
」
よ
り
)
と
あ
っ
た
が
、
「
と
に
か
く
易
し
く
、
親
し
み
ゃ
す
い
も
の
を
第
一
に
し
た
」
(
原
田
氏
)
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
外
さ
れ
た
。
以
下
、
4
次
稿
で
現
れ
て
か
ら
消
え
た
も
の
は
、
「
上
元
節
」
(
向
潔
仇
稿
以
降
で
は
「
燈
節
」
と
改
題
)
、
⑤
次
稿
で
は
、
「
小
話
二
題
」
の
「
笑
は
ぬ
妃
」
「
長
い
竿
」
と
「
成
生
の
夢
」
、
@
次
稿
で
は
、
「
鶏
鳴
狗
施
」
「
朝
三
暮
四
」
「
五
色
の
石
」
「
蚕
の
話
」
、
「
泰
山
府
沼
」
、
9
次
稿
で
は
、
「
小
話
五
題
」
の
「
化
物
の
絵
」
、
故
事
成
認
の
「
株
守
」
「
井
中
の
蛙
」
(い
ず
れ
も
『支
那
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
か
ら
)
が
あ
る
。
日
次
稿
の
「
蘇
東
披
」
と
「国
民
党
々
歌
」
「三
民
主
義
」
「
中
国
の
命
運
」
は
突
如
持
ち
上
が
る
が
、
す
ぐ
消
え
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
す
ぐ
消
え
た
教
材
の
中
に
「『現
代
小
説
」
(
魯
迅
の
短
編
)
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
短
編
が
何
を
指
し
て
い
る
か
は
、
も
う
一
つ
別
の
草
稿
(
何
次
の
も
の
か
特
定
で
き
な
い
)
の
中
に
、
『「
ふ
る
さ
と
」
(
魯
迅
、
嗣
賊
)
』
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
魯
迅
の
「
故
郷
」
が
戦
前
の
漢
文
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
の
で
、
こ
の
昭
和
二
二
年
度
用
「
中
等
国
一
話
」
が
初
出
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
ケ
l
・
ク
ロ
!
と
同
線
、
連
合
国
に
属
す
る
中
華
人
民
共
和
国
の
近
代
作
家
を
一
人
入
れ
ょ
う
と
の
配
慮
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
係
数
経
品川
(
た
る
『大
学
」『
中
時
」
が
消
え
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
初
の
段
階
で
は
「
前
続
」
の
結
び
に
「
人
之
道
」
と
題
し
て
『大
学
』
を
、
「
後
続
」
の
結
び
に
『中
賄
」
を
据
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
共
に
早
い
段
階
か
ら
消
え
た
。
内
容
も
難
解
で
、
『弘前諸
問」『
孟
子
』
を
読
ん
だ
後
が
順
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
中
等
国
一
花
」
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
判
断
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
「
西
洋
に
伝
っ
た
論
語
」
(
の
ち
、
「
論
詰
の
西
方
流
伝
」
と
改
題
)
の
市
え
た
こ
と
と
、
決
定
稿
に
『
荘
子
』
『
列
子』
『墨
子
』
な
ど
が
入
っ
て
き
た
こ
と
を
合
わ
せ
る
と
、
中
国
思
想
が
儒
教
に
偏
る
と
の
判
断
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
儒
学
者
、
漢
学
者
の
も
の
が
消
え
た
の
も
、
思
想
教
材
の
ハ
ラ
ン
ス
が
あ
ろ
う
。
③
次
稿
の
「教
材
配
当
蚕
」
に
あ
る
「
生
徒
の
興
味
・
関
心
」
と
い
う
観
点
や
平
易
な
も
の
と
い
う
方
針
だ
け
と
は
考
え
に
く
い
。
孝
行
の
代
表
教
材
「
中
江
藤
桝
」
(
原
普
)
さ
え
消
え
た
こ
と
で
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
漢
文
が
戦
前
の
軍
国
主
義
的
思
想
を
築
い
た
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
と
の
認
識
も
強
ま
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
決
定
柄
の
直
前
ま
で
存
在
し
た
故
事
成
語
が
一
挙
に
市
え
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
「
漁
夫
の
利
」
「
鶏
鳴
狗
盗
」
「
朝
三
暮
四
」
「
五
十
歩
百
歩
」
「牛
耳
を
執
る
」
「
背
水
の
陣
」
「
傍
若
無
人
」
「
破
竹
の
勢
い
」
「
矛
盾
」
「
青
藍
」
「
僻
肉
の
喚
」
「
病
官
育
に
入
る
」
「
登
竜
門
」
「
月
日
己
「
推
敵
」
の
す
べ
て
が
決
{
忍
栴
の
段
階
で
消
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
中
国
人
に
よ
る
近
代
の
作
家
の
散
文
、
即
ち
杜
亜
泉
「
愛
人
」
、
彰
端
淑
「
聡
敏
不
可
侍
」、
祝
允
明
・
顧
炎
武
「
雑
記
」
、
「
随
筆
二
題
」
(
「
魚
目
集
」
)
な
ど
も
消
え
た
。
理
由
は
同
じ
く
不
明
で
あ
る
。
中
学
生
に
- 87一
内
容
が
高
'
度
だ
と
い
う
理
由
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
五
お
わ
り
に
近
代
か
ら
現
代
へ
の
接
続
関
係
を
見
る
に
当
た
っ
て
、
戦
辞
川
仰
の
中
学
国
語
教
訓
利
害
漢
文
惰
の
編
纂
が
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
か
ら
出
発
し
た
の
か
を
探
る
こ
と
は
不
可
欠
の
必
要
条
件
と
な
る
。
臣
民
教
育
と
い
う
大
前
提
こ
そ
取
り
払
わ
れ
た
が
、
漢
文
の
目
的
を
戦
前
と
同
じ
に
構
え
た
こ
と
は
、
委
員
会
の
根
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。
儒
教
儒
学
教
材
や
日
本
漢
文
を
多
く
残
そ
う
と
し
た
意
思
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
変
わ
っ
た
の
は
、
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
実
際
整
同
家
の
意
見
を
尊
重
す
る
手
法
ゃ
、
教
材
の
平
易
仕、
漢
文
の
国
語
化
の
方
針
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
の
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
実
施
校
が
関
東
を
中
心
と
し
た
八
中
学
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
漢
文
の
希
望
が
文
学
教
材
よ
り
多
く
最
多
(
五
一
・
一
一%
)
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
削
除
の
方
向
と
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
生
徒
の
希
(
山
崎
)
望
に
添
っ
た
選
択
と
い
、
つ
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
当
初
日
本
漢
文
を
多
く
採
用
し
途
中
か
ら
削
除
の
方
向
に
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
戦
前
の
教
材
の
反
省
・
分
析
が
十
分
な
さ
れ
た
形
跡
も
な
い
。
た
だ
明
確
な
こ
と
は
、
時
間
的
制
約
の
中
で
編
纂
委
員
会
が
十
数
回
に
わ
た
る
草
稿
を
歩
剖
し
て
い
た
こ
と
は
、
中
山
ま
決
文
を
是
非
と
も
存
続
さ
せ
た
か
っ
た
と
い
、
っ
4
恵
思
の
具
現
と
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
思
想
教
材
よ
り
文
学
教
材
を
、
難
解
な
内
容
よ
り
平
易
な
も
の
を
、
原
文
よ
り
国
訴
文
で
、
と
い
う
姿
勢
も
こ
う
し
た
意
思
の
表
れ
で
あ
る
。
も
し
こ
の
時
点
で
、
廃
止
論
者
に
同
調
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
も
し
C
I
E
の
当
初
の
背
山
向
に
添
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
の
二
二
生
度
用
は
も
ち
ろ
ん
、
翌
二
三
年
度
か
ら
の
新
制
高
等
学
校
用
の
漢
文
教
科
書
も
有
り
得
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
キヱ
(i
)
原
悶
型
良
氏
は
、
昭
和
一
年
五
月
か
ら
中
等
教
科
自
国
語
科
編
纂
姿
員
と
し
て
日
成
文
教
科
i甘
編
纂
に
携
わ
り
、
一
O
月
文
部
省
に
入
省
、小一
等
漢
文
教
利
自
編
纂
に
就
く
。
後
、
検
定
調
脊
草
寺
員
と
し
て
五
二
年
三
月
ま
で
在
任
し
た
。
(2
)
筆
者
が
平
成
一
年
夏
、
当
該
セ
ン
タ
ー
の
特
別
研
究
員
で
あ
る
中
村
紀
久
二
氏
と
と
も
に
整
理
し
た
資
料
を
指
す
。
(3)
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
昭
和
二二
年
当
時
に
文
部
省
教
科
書
局
の
職
員
だ
っ
た
原
因
判
明
貞
氏
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
一
O
年
八
月
と
平
成
一
年
八
月
一
二
日
の
二
回
、
原
田
氏
宅
に
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(4
)
『広
島
大
学
教
育
学
部
紀
前
官
』
(第
2
郎
、
第
お
号
、
一九
九
0
・
二)
(5
)
『戦
後
国
初
集
品
目
企
(
明
星
大
学
戦
後
教
育
史
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
明
星
大
学
出
版
部
、
平
成
五
-
一
O
、
二
八
八
二
九
六
亙
(6
)
長
様
規
矩
也
『国
語
学
習
中
の
漢
文
学
習
指
4
』
(州主的仏社
、
昭
和
二
五
・九、
「百
件
枠
規
矩
也
著
作
崎
県
』
第
八
拳
附
収
、
汲
古
山
院
、
=一
九
八
頁
)
(7
)
同
前
掲
世
(三一
九
八
百
C
(8
)
山
田
厚
は
、
C
I
E
お
よ
び
文
部
省
教
科
書
局
の
一
部
の
“
決
文
無
期
論
者
と
こ
の
漢
文
整
問
委
叫
会
の
閉
で
神
経
を
磨
耗
し
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
た
そ
う
で
あ
る
。一
部
の
無
用
論
者
と
は
、
石
森
延
面
力
を
中
心
と
し
て
小
山
定
良
、
篠
原
利
逸
ら
で
あ
り
、
小
学
校
教
員
続
験
の
長
い
人
迷
が
多
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
編
纂
委
員
会
の
席
上
、
医
伴
規
矩
也
が
漢
文
無
用
品川
、
古
典
縮
小
を
唱
え
る
石
森
延
男
を
「何
回
か
面
罵
し
た」
(旅
田
氏
)
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
決
文
教
育
懇
話
会
が
文
部
省
に
陳
情
す
る
捗
千
は
「
日
参
左
言っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
印
象
」
だ
っ
た
と
い
う
。
(9
)
「会報」
(第
一号
、
漢
文
整
品
賞
耳
、
昭
和
一
一
一
一
O
二
七
)
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(叩
)
同
前
倒
会
報
(
日
)
こ
の
段
落
の
「
」
は
す
べ
て
前
掲
「
会
報
」
か
ら
抜
粋
し
た
。
(
ロ
)
「
中
等
学
校
改
正
教
授
要
目
の
趣
旨
」
(
昭
和
一二
・
五
)
(
日
)
同
前
掲
書
(
四
o
r息
(
H
H
)
原
田
氏
は
、
岩
村
忍
の
尽
力
が
な
け
れ
ば
中
等
教
育
の
漢
文
は
消
え
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
、
一
切
釦
報
酬
で
尽
力
し
た
氏
の
功
績
を
称
え
る
。
(日
)
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
A
稿
を
で
き
る
だ
け
実
際
に
近
い
形
で
放
せ
る
。
様
式
は
B
4
縦
自
主
で
、
上
段
に
第
一挙
牛
、
下
段
に
第
二
学
年
を
配
列
す
る
。
B
稿
以
降
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
記
さ
れ
て
い
る
。
中
等
H
州
出
文
入
門
前
知
(
第
一
学
年
用
)
第
一
課
中
国
の
自
然
と
人
第
二
課
中
国
の
詩
般
協
桜
に
刊
日
比
る
(王
子
決
)
早
に
白
帝
城
を
発
す
(本T
臼
)
質
的
般
に
午川
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
(率
4
臼
)
白
楽
天
が
江
州
の
司
馬
に
左
降
せ
ら
る
る
を
附
く
(元
旗
)
長
女
主
人
の
墜
に
題
す
(
張
潤
)
第
三
課
孔
子
の
言
葉
第
四
課
礼
楽
(
中
禅
道
二
)
第
五
課
人
の
道
(
貝
原
管
信
)
第
六
謀
古
代
中
国
の
叶
縫
い
(郎
珂
通
世
)
名
・
字
-姓
氏
及
び
世
族
目
次
後
枯
刷
(
第
二
学
年
用
)
第
一
課
勧
学
(
宗
青
一
清
)
孫
娘
川
吹
雪
車
胤
緊
蛍
第
二
謀
説
百
引説
相
以
何
為
市
立
(伊
藤
維
税
)
読
刊
亦
心
学
(佐
藤
坦
)
山
口
不
可
妄
説
(佐
藤
忠
)
説
告
庁
側
品
川
知
前
(佐
久
間
勧
告
)
説
告
勿
設
記
証
不
好
(
張
之
澗
)
買
沓
勿
苔
(
張
之
洞
)
第
三
課
文
書
の
沿
革
(
那
珂
通
世
)
第
四
課
笑
林
第
五
謀
u
侠
武
の
奈
川
附
(那
珂
通
世
)
東
決
治
名
の
士
(那
珂
通
世
)
第
六
談
日
唐
の
通
交
(那
珂
通
世
)
嫁
姿
の
制
第
七
謀
仙
刊
誌
と
伝
説
(
魯
迅
)
第
八
談
周
代
封
建
の
制
(
那
珂
通
世
)
第
九
謀
蘇
張
縦
横
の
謀
(
那
珂
通
世
)
第
十
談
秦
の
滅
亡
(那
珂
通
世
)
張
良
遊
下
部
(司
馬
選
)
第
七
諜
道
仰
の
興
隆
(那
珂
通
世
)
第
八
談
幻
談
主
福
売
鬼
疏
丹
遁
秦
周
弐
視
死
人
録
第
九
謀
故
事
総
抄
第
十
諜
文
苑
(山
)
教
科
住
研
究
セ
ン
タ
ー
所
政
資
料
(Y
U
2
1
)
(口
)
「
終
戦
前
後
に
お
け
る
中
等
漢
文
教
材
の
変
避
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
-
旧
制
中
学
判
定
新
制
中
学
及
び
新
制
高
校
一
者
の
比
較
|
」(『
中
等
教
育
史
理
記
入
号
、
中
等
整
育
史
研
究
会
、
二
0
0
0
凶
)
(
凶
)
ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
は
、
日
本
漢
文
、
中
国
人
の
漢
文
、
現
代
文
(
時
文
、
白
話
文
)、
文
学
的
な
も
の
、
哲
学
的
な
も
の
、
宗
教
的
な
も
の
、
道
徳
的
な
も
の
、
科
学
的
な
も
の
、
社
会
的
な
も
の
、
伝
記
一言
行
議
前
、
歴
史
地
理
、
そ
の
他
の
十
二
項
目
で
あ
る
。
(川口
)
筆
者
は
、
平
成
一二
年
夏
、
原
凹
氏
の
外
に
も
、
当
時
文
部
省
教
科
的
局
職
員
で
あ
っ
た
芦
浮
節
女
史
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
申
し
込
ん
だ
が
、
世戸
浮
女
史
は
、
身
体
の
具
合
が
好
ま
し
く
な
い
こ
と
、
記
録
を
一
切
取
っ
て
お
ら
ず
、
誤
っ
た
思
い
込
み
で
附
係
者
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
こ
と
、
相
刊
行
24
が
国
語
で
あ
り
、
漢
文
紡
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
の
理
由
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
聞
く
拒
ま
れ
た
。
板
は
さ
み
に
巡
っ
た
編
筆
者
貝
の
苦
衷
に
思
い
を
馳
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
補
注
)
筆
者
は
近
代
の
中
普
段
文
教
育
史
を
整
宵
思
想
、
行
政
、
教
材
の
各
レ
ベ
ル
か
ら
捉
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
漢
文
教
育
存
廃
詳細
、
諮
問
援
員
会
で
の
動
向
を
中
心
に
行
政
レ
ベ
ル
を
、
忠
、
孝
、
国
家
神
道
な
と
の
国
体
論
を
中
心
に
教
材
レ
ベ
ル
を
調
査
研
究
し
て
い
る
。
(神
奈
川
里
斗
神
奈
川
工
業
官向一等
学
校
/
早
稲
凹
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
在
)
89一
